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Ⅰ．序論 	
近年、近赤外線分光法（ NIRS）が精神科臨床や心理学の研究に広く利用され
ている。 Sato	et	al.(2012)は語流暢性課題（ VFT）中に NIRS を用い、人格
傾向とヘモグロビン変化量との相関を報告しているが、ストループテストに
ついて同様の研究はない。そこで、本研究では、 5 因子性格モデル（ FFM）
の生物学的背景について、ストループテストおよび VFT 課題を用い、 NIRS
によって脳活動を評価した。 	
	
Ⅱ．方法 	
【対象】 	
健常成人 20 名 (男性 11 名、女性 9 名、平均年齢 33.8 歳 )を対象とした。全
員右利きで、教育歴は短大卒以上であった。全員に本研究の趣旨を説明し、
書面による同意を得た。なお、本研究は横浜市立大学倫理委員会の承認を得
ている。 	
【 NEO-FFI】 	
NEO-FFI は神経症傾向、外向性、開放性、調和性、誠実性を測る人格検査で
ある (Costa	and	McCrae,	1992;	下仲 ,	1999)。各項目の素点を T 得点に変換
して評価した。 	
【ストループテスト】 	
あか、あお、きいろ、みどりの４語について、この内の 1 色で書かれた色を
回答してもらった (Stroop,	1935;	Zysset	et	al.,	2001)。実験は、休憩、
色と言葉の一致した一致条件（ 25 語）、色と言葉が一致しない不一致条件（ 25
語）のブロックから構成され、 10 秒の休憩後、一致と不一致のブロックを
30 秒の休憩を挟み交互に 2 回ずつ行った。 	
【 VFT】 	
あ、か、さで始まる語を各々 20 秒ずつ回答してもらった。課題前 30 秒間は
「あいうえお」と繰り返してもらった。 	
【 NIRS】 	
2 チャンネルワイヤレスシステム（ダイナセンス社製）を用いた。測定部位
は 10–20 電極法の Fp1 と Fp2 とした（両側前頭前皮質の BA10 相当）。オキシ
ヘモグロビンを脳の活性化の指標とし (Strangman	et	al.,	2002)、課題前
10 秒のベースライン区間と課題区間の平均値の差を変化量とした。 	
【統計解析】 	
オキシヘモグロビン変化量を、2 要因反復測定分散分析（左右と夫々の課題
につき）を用いて解析した。さらに変化量と人格傾向の関連性の検討には偏
相関分析を用い、制御変数には、年齢、単語数（ VFT）、反応時間（ストルー
プテスト）を用いた。有意水準は 5%とし、多重比較に Bonferroni 法を用い、
r	>	0.7024	または r	<	-0.7024 において統計学的に有意とした。 	
	
Ⅲ 	 結果 	
２つの課題間に有意差がみられた（ F	[2,	38]	=	28.122,	P	<	0.00001）。し
かし、左右差（ F	[1,	19]	=	0.037,	P	=	0.8492）、および、交互作用はなか
った（ F	[2,	38]	=	0.234,	P	=	0.7923）。ストループテストの不一致条件に
おいて、右前頭前野のオキシヘモグロビンの変化量と NEO-FFI の調和性が有
意な正相関を示した。他に有意な相関はなかった。 	
	
Ⅳ．考察 	
我々の結果は不一致刺激という認知的葛藤のある条件において、性格傾向の
中で調和性と前頭前野の活動が関連していることを示唆している。調和性が
高いことは葛藤を避ける傾向であり (Robert	and	Costa,2006)、習慣的行動
や認知の抑制が難しく、回答選択にエネルギーを多く消費すると推測される。	
Default	 mode	 network	 (DMN) と い う 特 定 の 脳 領 域 に 関 す る 概 念 が あ り
(Raichle	et	al.,	2001;	Shulman	et	al.,	1997;	Binder	et	al.,	1999;	Mazoyer	
et	 al.,	 2001)、 自 己 内 部 の 情 報 過 程 に 関 わ っ て い る (Anticevic	 et	 al.,	
2012)。DMN は認知的な課題を要求されている間は不活性化する (Fox	et	al.,	
2005)。しかし、その不活性化は課題の特性にもよると考えられている (Mayer	
et	al.,	2010)。ストループテストでは Harrison	et	al.(2008)が、課題に
誘発された不活性化（ task-induced	deactivations:	TID）を報告し、休憩
時よりもストループテスト時、特に不一致条件下で強いことを示した。よっ
て、認知的に負荷が大きい刺激はより強い TID を誘発すると考えられる。 	
我々の測定領域は内側前頭前皮質という DMN の領域を部分的に含み、テスト
中は TID を反映していると考えられる。しかし調和性の高い人ほど TID が弱
かった。 Sampaio	et	al.(2013)は休憩時に内側前頭前皮質の活動と調和性が
有意に正の相関を示したと報告している。調和性の高い人は、休憩時の高い
活動のためテスト開始後に DMN が抑制されにくいと考えられる。 	
今回 VFT 中に不活性化がみられなかった理由として、（ 1） NIRS の分解能が
低 く 不 活 性 化 が 広 域 の 活 動 (Suto	et	al.,	2004;	Kameyama	et	al.,	2006)
によって隠された、（ 2）VFT はストループテストに比べ、認知的負荷が小さ
く、ストループテストほどの集中力は必要とされない、ということが考えら
れる。  
本研究ではストループテストの不一致条件において最大の相関係数がみら
れ、VFT で最小であった。調和性と前頭前野の血流との相関はより難しい課
題において明確に観察されると考えられる。 	
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